
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
第128 号 
発行者 

河内長野市青少年指導員連絡協議会 

広報部 

青指ニュース 第 128号     平成 22年（2010年）1月 23日発行 （１） 
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１０月２２日（日）午前。キックス。 

 

出演者控え室。熱気。これまでの全体練習では見ら

れなかったハイテンション。 

おや、誰かの誕生日なんでしょうか。「Happy 

Birthday♪」皆で合唱。 

「ねぇ、本番は午後ですよ。」 

本番までに体力を使い果たさないかちょっと心配。 

 

これまでいろんな形で参加させていただいてきた音

フェス。 

今回からは青少年指導員として参加させていただい

ています。 

 

以前はラブリーホール（大ホール）でしたが、 

前回からは会場をキックスイベントホールに移し、 

新しい音フェス作りに取り組んできました。 

 

観客、出演者、スタッフ。 

お互いの距離がより近くなったキックスでどんなこ

とができるか、 

また、出演者たちに何を学び取ってもらえるか、 

そんなことを考えながら、スタジオ練習やイベント

ホールでの全体練習を通して 

本番への思いを膨らませていました。 

 

ステージでの機材の扱い方や、プロの音響・照明ス

タッフとの関わり方など、 

この音フェスを通して、今後の音楽活動に生かせる

ものをたくさん学び取ってもらおう。  

そんなことを考えていました。 

 
 

午後 

いよいよ本番。 

 

午前中のハイテンションがさらに急加速。 

出演者は会場を一気に盛り上げ、 

他のグループのメンバーは観客としてさらに会場

を盛り上げます。 

 

学校、年齢を超えて、 

どのグループも仲良く協力し合い、お互いのよさを

認め合う。 

熱く、そして温かい空気がイベントホールにあふれ

ていました。 

 

音フェスを通して、 

出演者には、いろんなことを学んでもらおうと思っ

ていましたが、 

本番当日の出演者たちのがんばりから、 

「全員で協力して、ひとつのことをやり遂げる」と

いう、音フェスの趣旨を教えられました。 

 

柴田祐二 

①奏月、②MARIONETTE、③ガリ～ピース☆、 

④お蕎麦屋サンバ、⑤THE OSCAR HANG OVER、

⑥大口琢也、⑦BROKEN HEARTS、⑧ぴんきーぴ

ゅーぴる、⑨Red Oak、⑩Small Lunch Box、 

⑪Melodious Tune 

出演グループ 
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ほのぼのフェスタ２００９ 
 10月25日(日)長野中学校で第7回ほのぼのフ

ェスタ(健全育成会主催)が行われました。 

 青指は、今回も模擬店『焼きそば』を出店して

参加しました。ただ、焼きそばを販売するだけで

はなく、普段、学校になじめない生徒たちが、こ

の活動を通して自己肯定感を持ってもらえばと企

画しているのですが、なかなかその思いは実現で

きず、今回も部活動をしている10名の生徒(今回、

初めて男子生徒が参加)に手伝ってもらいました。 

 青指 10 名も参加し、予定していた 600 食が

12時過ぎには完売したため、急きょ150食を追

加しました。 

 参加した生徒たちは、与えられた役割を十分に

認識し、果たしてくれました。そして、なにより 

我々青少年指導員は、青指活動と原子力発電は直接

関係ありませんが、これからの子供と接していく上で、

地球温暖化対策、省エネおよび循環型社会等を 

共通認識として頭の片隅に置いて頂ければ幸いと思い

ます。 

今年度も下記の日程でウィンタースポーツを開催します 
日  時  平成22年3月19日（金）～22日（月）、3泊4日（車中２泊） 

場  所  栂池高原スキー場 

対  象  新中学１年生～高校３年生、勤労青少年（河内長野市在住、在学、在勤） 

募集人数  ３０名（応募者多数の場合抽選）     

参加費用  16，000円（バス代・１泊６食込み、リフト代・レンタル代別） 

※応募方法は河内長野市広報２月号をご覧ください。 

  問い合わせ：河内長野市立青少年センター TEL0721-54-0005 

 平成 21年11 月29 日(日)に研修部主催による社

会見学を実施しました。我々が今身近に利用している

「電気」について、特に原子力発電所を勉強するため 

総勢63名が福井県小浜市にある大飯原子力発電所へ

行ってきました。 

 午前7時30分に河内長野市役所を出発し、バスの

中で関西電力㈱様による原子力発電のコスト、安全性

等およびビデオ研修を受けました。 

 原子力発電は、他の火力発電等よりイニシャルコス

トおよびランニングコストを含めて一番安い。安全性

についても二重三重の設備を有しているので放射能

漏れについても万全を期しているということです。 

現地では、見学専用のバスに乗車しタービン発電所、

発電設備を冷却する取水口を見学しました。発電設備

を冷却し熱交換した高温排水は、環境に配慮し海岸沖

では海水と同温度となるようにしているそうです。 

 

明るく活気のある一日に生徒たちも私たちも満足

することができました。 
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秋祭りパトロール 
10月10日高向の地車の宮入・活気あふれる青年た

ちに元気をもらったパトロールでした。 
 

護身術教室クリスマス会 
12月12日に護身術教室のクリスマス会を行いまし

た。サプライズプレゼントでみんな大喜びです。 

バルーンアート  
 8 月の清見台祭りの後、高野街道祭り

（10/25）、市民健康スポーツラリー（11/8）、 

くすのかホール祭り（11/21）とバルーンアート

の要請が続きここしばらくは青指員変じて 

風船おやじと風船おばさんで大忙しだった。子ど

もはカラフルな風船が大好き。 

 バルーンアートのコーナーはどこでも子どもた

ちの歓声と時々風船の割れる音で賑やかだ。 

青指員の参加者が少なくて東中校区だけでは人数

が足りず、他校区に助っ人をお願いすることもし

ばしばだが子どもたちの楽しそうな顔を励みに新

しい 作品の作り方を学習している。 

楽習室「デイキャンプ」 
 10 月 17 日(土)青少年活動センターでデイキャン

プを実施した。 

東中校区内の3小学校から保護者7名を含む48名

の参加者と 13 名の青指員の合計61 名でのデイキ

ャンプとなった。 

 班毎に分かれてスタッフの紹介が終わると昼食作

り。昼食はキャンプの定番カレーライスでおまけと

して秋の味覚・焼きイモ付きだ。天気はあいにく秋

晴れとはいかず食事の準備中に雨が降り出し、出来

上がったカレーライスは体育館に運びそこで昼食と

なった。 

 昼食の後はゴム鉄砲と牛乳パックで作るペン立て

の制作。時間の都合もあり、両方作りたいと言う参

加者の希望は残念ながら叶えることは 

できなかったが、私たちも久しぶりに童 

心に返って小学校時代の工作の時間を思 

い出したひと時を過ごす事ができた。 

 ここ数年、秋の楽習室は滝畑でのデイ 

キャンプが定着して年々参加者も増え、 

私たちもやりがいを感じている 。 

さて来年はどんな工作を考えようかな？ 

加賀田フェスティバル 
 １０月１０日（土）、１１日（日） 

 晴天の中、大勢の参加者で賑いました。 
 
クイズラリー 11月2３日（月・祝） 
 紅葉を楽しみながら、参加グループ２９組、参加

人数１１１名、昼はカレーに味噌汁、良い天気の中

楽しい一日でした。 
 

楽習室 1２月１９日（土） 
 今年の餅つきは「あん餅」「きなこ餅」「よもぎ餅」

一生懸命ついて、食べておおいに満足でした。 
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千代田バラエティフェスタ      
 １０月２５日（日）、新型インフルエンザの影響で開

催が危惧された千代田バラエティーフェスタが、無事

開催され、様々なイベントやゲームで盛り上がりまし

た。青指で出店した模擬店の綿菓子と焼きトウモロコ

シも完売でした。 

 

楽習室 「サツマイモ掘りとイモ煮」 
 春に苗を植え、汗だくで２回の草取りをしたイモ畑

千代田最大のイベントが始まります。１１月１日

（日）、天気が心配された、楽習室「サツマイモ掘り

とイモ煮」を参加者が多いため、午前と午後２回に分

けて行いました。午前中は晴天、午後から雨が降り参 

「おもちゃカボチャを育ててハロウィンパ
ーティーをしよう！」（楽習室） 
  9/13（土）、10/31（土）  
5月に植えた苗が、真夏の太陽を浴びてかわいい

カボチャに成長してくれました。 

9 月13日(土）残暑厳しい中、たくさんのおもち

ゃカボチャを収穫。 

10 月 31 日（土）ハロウィンの日、16 名の子

どもたちは、おもちゃカボチャにペイントしたり、

なかには、子どもの頭ほどのものをくり抜いて細工

したりと、個性あふれる作品が並びました。 

 最後は、中学校の教頭先生の案内で校内探検。「ト

リック オア トリート」と言いながらお菓子をもら

って、ハロウィンパーティーを楽しみました。 

 

「竹細工教室」（楽習室）11月23日（月） 
 恒例行事育成主催「美加の台ウォークラリー」が、
秋晴れの中実施されました。 

約 250名の参加者が10kmのコースを歩き、帰

ってきてから豚汁を食べました。 

お腹いっぱいになった子どもたちは手作りコー

ナーへ。青指以外に地域の方にもご指導いただき、

笛やお箸、けんだま、弓矢などを作りました。また 

年末合同パトロールに参加 
１２月５日（土）恒例の年末合同パトロールに参

加しました。19:30 南花台東小学校に集合、1 時

間程度校区内のパトロールを行いました。例年で 

加者も減りましたが、小降りになると参加者の児童た

ちが「イモ掘り」に行くと言って、汚れることも気に

せずイモ掘りを楽しみ、冷えた体をあつあつのイモ煮

で暖めました。 

今年は、新たにシャボン玉コーナーを設け、大人

も子どももシャボン玉を飛ばして楽しそうに遊ん

でいました。 

 

「葡萄のつるでⅩ'mas リースづくり！」

（楽習室）12月19日（土） 
 
 今年最後の楽習室は、Ⅹ'mas リースを作りまし
た。28名の子どもたちは、まず、葡萄のつるを丸

くするのに四苦八苦です。次に飾りつけは、ゴール

ドクレストや松ぼっくり、金や銀に色づけされた木

の実を上手くリースにくくりつけ、各自持参のリボ

ンをまいて完成！子どもたちは自分で作ったリー

スを、誇らしげに持って帰りました。 

あればパトロール終了後、おでんを食べながら懇談 

となるのですが、今年は新型インフルエンザのため

中止となりました。 

他にも南花台の年末の風物詩である「南花台ふれ

あいコンサート」や健全育成会青年部主催の「クリ

スマスキャンドル作り」も中止となってしまい、残

念な年の暮れとなりました。 


